
７月１０日（木）、本年度 2回目の学校運営協議

会を開催しました。生徒会役員が活動の報告をおこ

なった後、「子ども、地域、家庭、学校がつながるためにで

きること」をテーマに、生徒会役員と学校運営協議会

の委員の方々が一緒になって熟議を行いました。 

「あいさつ運動や地域での清掃活動を活性化す

れば…」、「厚南地区の課題は防災では…」など、様々

な視点からいろいろな意見が出され、内容の濃い熟

議となりました。会の最後には、宇部市教育委員会

の方から、生徒会役員に対してお褒めの言葉をいた

だき、生徒の顔も誇らしげでした。 

今後、次回の学校運営協議会に向け、今回出され

た意見をもとに、検討・準備を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇部市立厚南中学校 

〒759-0206 

山口県宇部市大字東須恵 222 番地 

TEL 0836-41-8041 / FAX0836-41-8804 

http://www.ube-ygc.ed.jp/knj/ 

７月１３日（日）、不二輸送機大ホールで、厚狭地区吹奏楽演奏会が開催されました。吹奏楽部

にとって今年度初めてのステージ演奏になります。各楽器の音の調整を丁寧に行い、いざ本番!! 

緊張の連続だったとは思いますが、『喜歌劇「微笑みの国」セレクション』の見事な演奏を披露

しました。7月 28日（月）の県コンクールに向け、一層の頑張りを期待します。 

 

【学校運営協議会委員】 ※敬称略 

会 長 新谷弘昌（地域） 

副会長 梅野憲造（地域） 

委 員 三戸 肇（地域） 

    松岡幸子（地域） 

    為近晃弘（PTA会長） 

    南谷恵子（PTA副会長） 

    川﨑裕美（家庭教育支援チーム） 

    山根昌子（家庭教育支援チーム） 

    清水好恵（厚南ふれあいセンター館長） 

    安光紀晶（西宇部ふれあいセンター館長） 

藤中俊臣（厚南小学校長） 

清水昌典（西宇部小学校長） 

福永泰雄（厚南市民センター地域支援員） 



６月５日（木）に、スクールカウンセラーの平岡先生による「グロー

イングハートプロジェクト」を実施しました。以下は、その内容です。 

 

 

 

ストレスにうまく対処するためには、まず「自分にどんなストレスが

あるか」、「ストレスがかかるとどうなるか」を知ることが大切です。スト

レスがたまったときのセルフケアの方法は、自分に合った方法をいろい

ろと試してもらえたらと思います。 

 セルフケアだと限界があるので、誰かに話すことが一番大切です。 

 しっくりくるアドバイスをもらえなくても、自分の重荷を分かち合え

る人がいるだけで心が軽くなるかもしれません。身近な人はもちろん、

いろいろな相談先があるので気軽に活用していただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

７月１４日（月）の放課後、生徒会役員の呼びかけで「厚南地区きれいにしち

ゃいたい（生徒ボランティア：お役にたち隊）」を募り、上中野地区周辺の清掃

活動を行いました。「ここにあった！」「こっちにも！！」と楽しみながらゴミ拾

いをする姿は、とても微笑ましかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月３日（木）に、人権教育参観日を開催しました。1年生は「教科書無償化運動」、2年生は

「ユニバーサルデザイン」、3年生は「統一応募用紙」という題材について、様々な立場に立って

考えました。厚南中学校では、これからも様々な場面を通じて、生徒の人権尊重に対する正しい

認識と豊かな人権感覚を育んでいきます。 

ストレスがたまった
ときは、誰かに話す
ことが一番です。 


